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○高槻市立自転車駐車場条例 

平成１７年９月２９日 

条例第３９号 

高槻市立自転車駐車場条例（昭和５４年高槻市条例第１９号）の全部を改正する。 

（設置） 

第１条 市は、自転車等を利用する市民の利便に資するため、自転車等の駐車のための施設

（以下「自転車駐車場」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 自転車駐車場の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

高槻市立紺屋町第２自転車駐車場 高槻市紺屋町７番２８号 

高槻市立高槻駅北地下自転車駐車場 高槻市芥川町一丁目１０３７番 

高槻市立上牧駅自転車駐車場 高槻市神内二丁目１番１２号 

（駐車自転車等の種類） 

第３条 自転車駐車場には、次に掲げる車両（以下「自転車等」という。）のうちから、自

転車駐車場ごとに別表に定めるものを駐車できるものとする。 

(1) 道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第２条第１項第１１号の２に規定する自

転車及びこれに類するものとして市長が認めるもの（以下「自転車」という。） 

(2) 道路交通法第２条第１項第１０号に規定する原動機付自転車（以下「原動機付自転

車」という。） 

(3) 道路交通法施行規則（昭和３５年総理府令第６０号）第２条の表に規定する大型自

動二輪車（以下「大型自動二輪車」という。）又は普通自動二輪車（以下「普通自動二

輪車」という。） 

（指定管理者による管理） 

第４条 市長は、自転車駐車場の管理を指定管理者（地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第２４４条の２第３項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。 

２ 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。 

(1) 自転車駐車場の利用の許可、利用者に対する誘導その他利用に関すること。 

(2) その他自転車駐車場の管理に関し市長が必要と認める業務 

（入出場日等） 

第５条 自転車等を自転車駐車場に入場させ、又は出場させることのできる日及び時間（次
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項において「入出場日等」という。）は、次の表に定めるとおりとする。 

名称 入出場日 入出場時間 

高槻市立紺屋町第２自転

車駐車場 

毎日 午前６時から翌日の午前６時まで 

高槻市立高槻駅北地下自

転車駐車場 

午前６時から翌日の午前零時３０分ま

で 

高槻市立上牧駅自転車駐

車場 

午前４時３０分から翌日の午前零時３

０分まで 

２ 指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を得て、入出場日等を変更する

ことができる。 

 （利用料金） 

 第６条 自転車駐車場を利用する者は、指定管理者に対し、利用料金（地方自治法第２４

４条の２第８項に規定する利用料金をいう。以下同じ。）を支払わなければならない。 

２ 利用料金の額は、別表に定める額の範囲内において、指定管理者が市長の承認を得て定

めるものとする。 

３ 指定管理者は、規則で定めるところにより、市長の承認を得て利用料金の５パーセント

以内の割引をした額をもって、回数駐車券を発行することができる。 

（利用料金の減免） 

第７条 指定管理者は、公益上その他特別の理由があると認めるときは、市長が定める基準

により利用料金を減額し、又は免除することができる。 

（利用料金の還付） 

第８条 既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者は、特別の理由があると認め

るときは、市長が定める基準により、その全部又は一部を還付することができる。 

 （禁止行為） 

第９条 自転車駐車場においては、次に掲げる行為をしてはならない。 

 (1) 他の自転車等の駐車を妨げること。 

 (2) 自転車駐車場の施設を損傷し、又は滅失すること。 

 (3) その他自転車駐車場の管理上支障を及ぼす行為をすること。 

 （供用の休止） 

第１０条 市長又は指定管理者は、自転車駐車場の整備工事その他の理由により必要がある

と認めるときは、自転車駐車場の全部又は一部の供用を休止することができる。この場合
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において、指定管理者にあっては、あらかじめ、市長の承認を得なければならない。 

（善良な管理者の注意義務） 

第１１条 市及び指定管理者は、自転車駐車場における自転車等の保管に関し、善良な管理

者の注意を怠らなかった場合は、その自転車等の損傷又は滅失について損害賠償の責めを

負わない。 

（委任） 

第１２条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

この条例は、平成１８年４月１日から施行する。 

（令元条例３８・旧附則・一部改正、令２条例１１・旧第１項・一部改正） 

附 則（平成２０年３月２８日条例第１２号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２２年６月２９日条例第１７号）抄 

１ この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則（令和元年７月１２日条例第４号）抄 

（施行期日） 

第１条 この条例は、令和元年１０月１日から施行する。ただし、次条第７項及び附則第３

条の規定は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

第２条 次項から第６項までに定めるものを除き、改正後の本則に掲げる条例の規定は、令

和元年８月１日（以下「基準日」という。）以後の申請に係るこの条例の施行の日（以下

「施行日」という。）以後の使用等に係る使用料等について適用し、基準日前の申請に係

る施行日以後の使用等に係る使用料等及び施行日前の使用等に係る使用料等については、

なお従前の例による。 

４ 第７条の規定による改正後の高槻市営駐車場条例第５条第２項及び別表第２から別表

第５まで、第８条の規定による改正後の高槻市立総合スポーツセンター条例別表第５の４

の(2)の表備考３第１号及び第２号、第１４条の規定による改正後の高槻市立熱利用セン

ター条例別表第１の１の項の表備考４、第１６条の規定による改正後の道路法に基づき駐

車料金を徴収する自動車駐車場に関する条例第６条第２項及び別表、第１８条の規定によ

る改正後の高槻市立自転車駐車場条例第６条第２項及び別表並びに第１９条の規定によ

る改正後の道路法に基づき駐車料金を徴収する自転車駐車場に関する条例第６条第２項
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及び別表の規定は、施行日以後に徴収する定期使用料等、回数駐車券に係る使用料及び駐

車料金並びに回数券に係る利用料金について適用し、施行日前に徴収する定期使用料等、

回数駐車券に係る使用料及び駐車料金並びに回数券に係る利用料金については、なお従前

の例による。 

７ 市長は、前各項の規定により難い特別の事情がある場合には、当該規定にかかわらず、

この条例の施行に関し必要な経過措置を別に定めることができる。 

（準備行為） 

第３条 施行日以後の行政財産の使用に係る使用料の徴収その他この条例を施行するため

の必要な準備行為は、この条例の施行前においても行うことができる。 

附 則（令和元年１２月１７日条例第３８号） 

この条例は、令和元年１２月２０日から施行する。 

附 則（令和２年３月２５日条例第１１号） 

この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年６月２６日条例第３７号） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施

行する。 

２ 第２条の規定による改正後の高槻市立自転車駐車場条例第６条第１項の規定及び第３

条の規定による改正後の道路法に基づき駐車料金を徴収する自転車駐車場に関する条例

第６条第１項の規定による定期使用料の徴収その他この条例を施行するための必要な準

備行為は、この条例の施行前においても行うことができる。 

附 則（令和２年１２月１６日条例第５３号） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施

行する。 

２ 改正後の高槻市立自転車駐車場条例第６条第１項の規定による定期使用料の徴収その

他この条例を施行するための必要な準備行為は、この条例の施行前においても行うことが

できる。 

３ 道路法に基づき駐車料金を徴収する自転車駐車場に関する条例（平成１７年高槻市条例

第４０号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

附 則（令和３年６月２５日条例第２８号） 

この条例は、令和４年４月１日から施行する。 
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別表（第３条、第６条関係） 

名 称 自転車等の種類 

利 用 料 金 

一時利用

料金 

定期利用料金 

１日１回

につき 

１か月 ３か月 

学生 一般 学生 一般 

高槻市立

紺屋町第

２自転車

駐車場 

自転車 ２００円１，４００円２，９００円３，９００円８，１００円

原動機付自転車 ３００円 ４，０００円 １１，４００円

高槻市立

高槻駅北

地下自転

車駐車場 

自転車 ２００円１，４００円２，９００円３，９００円８，１００円

原動機付自転車 ３００円 ４，０００円 １１，４００円

普通自動二輪車

（小型に限る。） 

４，５００円 １２，９００円

高槻市立

上牧駅自

転車駐車

場 

自転車 ２１０円１，３６０円２，８２０円３，８９０円８，０００円

原動機付自転車 ３１０円 ３，９７０円 １１，３００円

普通自動

二輪車 

小型 

中型 ４２０円 ４，５００円 １２，８３０円

大型自動二輪車 ５，０２０円 １４，３００円

備考 

１ この表において、「学生」とは学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条に規

定する学校、同法第１２４条に規定する専修学校若しくは同法第１３４条第１項に規

定する各種学校又はこれらに類するものとして市長が認める施設に通学又は通園し

ている者をいい、「一般」とは学生以外の者をいう。 

２ この表において、「小型」とは道路交通法施行規則第２４条第２項の表に規定する

小型二輪車をいい、「中型」とは小型以外の普通自動二輪車をいう。 

３ 午前９時以後に入場させ、かつ、当日の午後４時までに出場させた場合における一

時利用料金の額は、この表に定める一時利用料金の額の半額（その額に１０円未満の

端数が生じたときは、これを切り捨てた額）とする。 

４ 高槻市立高槻駅北地下自転車駐車場のうち利用の促進を図る必要があると市長が
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認める部分に係るこの表の規定の適用については、この表高槻市立高槻駅北地下自転

車駐車場自転車の項中「２，９００円」とあるのは「２，３２０円から２，９００円

までの範囲内で規則で定める額」と、「８，１００円」とあるのは「６，４８０円か

ら８，１００円までの範囲内で規則で定める額」とする。 

 


